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令和２年（2020年）５月１６日 

 

村 民  各 位 

 

天龍村長  永 嶺 誠 一 

 

５月１６日以降の天龍村としての対応について 

～「新しい生活様式」の定着に向けて～ 

 

 

１ 現状・基本認識 

令和２年５月１４日、政府は緊急事態宣言の対象区域を変更し、長野県を含む３９の県の緊急

事態宣言が解除されました。 

長野県においては、４月６日以降一定数の患者の発生が見られたものの、４月２７日から５月

１４日までの発生件数が減少するなど、感染状況は比較的落ち着いた状況が続いていますが、

緊急事態宣言が発令されている８都道府県においては、新規感染者の発生が見られることか

ら、県外からの感染リスクはいまだに低下したとは言えない状況にあります。 

県の基本認識は、「新しい生活様式」への移行の推進に重点を置きながら、新型コロナウイル

スへの対応が長期間に及ぶことを前提に、過度のゆるみをもたらすことなく、細心の注意を払い

つつ、感染防止対策と経済再生を両立させる取り組みを、鋭意進めることとしており、これに準

じ、当村においても５月１６日以降の対策について以下の３点を重点として進めることとします。 

 

１ 村民の皆様の行動変容を一層強く促します 

２ 県外との往来をできる限り抑制します 

３ 「新しい生活様式」への移行を推進します 

 

なお、状況によっては国や県の動向を見きながら、感染拡大の兆しがあればさらに対策の強

化を図るなど、住民の生命を守ることを最優先に臨機応変の対応を行います。 

 

 

２ 村民の皆様の行動変容を進めるための取組《重点１》 

（１）外出に関する要請 

外出に際しては、「人との接触機会の低減」（在宅勤務、時差勤務の推進等を含む）、「人と

人との距離の確保」、「人と会話する際のマスク（布マスク等で可）着用」、「訪問先での換気の

徹底」などを行うよう、呼びかけを行います。 

また、「三つの密」が生じ、クラスターの発生のおそれのある施設への訪問は避けるように

お願いします。 

なお、５月３１日までの期間においては、遠出は避け、基本的には身近な地域内に留まり、

感染リスクの低い活動から行っていただくことを心がけてください。 

 

（２）基本的な感染防止策の徹底 

発熱等の風邪症状がある場合や、家族に風邪症状がある場合は外出をしないよう村民に
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呼びかけていくとともに、これまで村民の皆様にお願いしてきた基本的な感染防止策（３つの

密を徹底的に避ける、手洗いの励行、人と人との距離の確保など）の徹底も呼びかけてまいり

ます。 

 

（３）村民に対する周知 

緊急事態宣言の区域の変更を受け村としての対応や、村の公共施設の対応内容、村主催の

行事・イベント等の開催対応などの具体的な情報については、引き続いて、行政無線、CATV、

村のホームページ等を通じて村民の皆様へ周知いたします。 

 

 

３ 県外との往来をできる限り抑制するための取組《重点２》 

（１）県外への移動 ・ 往来 

５月３１日までの期間においては、できる限り身近な地域に留まるようお願いします。 

 

（２）特定警戒都道府県との往来自粛、観光・宿泊施設等に対する協力依頼 

特定警戒都道府県との往来自粛をお願いします。 

また、５月３１日までの期間においては、観光・宿泊施設等に対し、感染防止対策の徹底と

特定警戒都道府県から人を呼び込まない運営について検討の協力をお願いします。 

 

（３）特定警戒都道府県からの来県者に対する１４日間の外出自粛等の徹底 

県では、５月３１日までの期間において、特定警戒都道府県に滞在していた者に対し、その

翌日から１４日間を経過するまで健康観察を行っていただくとともに、医療機関への通院、食

料品・生活必需品の買い出しなど必要な場合を除き外出しないよう呼びかけ、仕事について

は在宅勤務等による対応の呼びかけを行っておりこれを周知します。 

 

（４）特定警戒都道府県からの帰省の自粛 

５月３１日までの期間においては、特定警戒都道府県からの不要不急の帰省は、行わない

よう呼びかけを行います。 

なお、帰省した場合には、その翌日から14 日間を経過するまで健康観察を行っていただく

とともに、医療機関への通院、食料品・生活必需品の買い出しなど必要な場合を除き外出しな

いよう呼びかけを行います。 

 

 

４ 「新しい生活様式」への移行を促進するための取組《重点３》 

（１）感染防止策への協力の要請 

運営する施設に対して、適切な感染防止策（入場者の制限（席数や面積に応じた制限等）、

施設内での物理的距離の確保、客が手を触れられる箇所の定期的な消毒、客の健康状態の

聞取り、入口での検温、マスクの着用、換気等）の徹底の要請を継続します。 

 

（２）「新しい生活様式」の周知 

「新しい生活様式」の実践について県民に周知し、定着を促進します。 

※「新しい生活様式」の実践例（別添のとおり） 

（レジに並ぶときは前後にスペースをとる、公園はすいた時間・場所を選ぶ、公共交通機関

は混んでいる時間帯を避けて利用、多人数での会食は避ける等） 
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（３）村立学校、村有施設、村主催イベント等についての対応 

〔学校の休業等〕 

村立の小中学校は、５月２４日（日）まで休業を延長します。この間において、感染リスクを

可能な限り軽減しつつ臨時的登校を設ける等、段階的に学びを継続する環境づくりに努めま

す。なお、５月２５日（月）より再開を予定しています。 

 

〔村有施設等の休止〕 

村有施設については、５月３１日までの間は、特定警戒都道府県から人を呼び込むことのある

施設は休止を継続し、主として村民が使用するための施設については、感染防止策の徹底を図

りながら、再開に向けた取組を行ってまいります。 

なお、天龍村公共施設等における対応は別表１のとおりです。 

 

〔村主催の行事・イベント等の対応〕 

村主催の行事・イベント等については、５月３１日までの間は、可能なものは延期を検討するこ

ととしますが、参加者が特定できる村民向けのイベントであって、開催の必要性が高いものにつ

いては、感染防止策の徹底を図りながら、実施できるものとします。ただし、参加者が５０名を超

えるような大規模なもの、屋内で行われる等感染リスクが高いもの等は実施しません。 

また、５月３１日までの間は、民間が主催するイベント等についても、大規模なものなど、三つ

の密が生じ、感染リスクが極めて高い場合には、主催者に中止又は延期を要請します。 

なお、既に５月に開催が予定されていた行事開催における対応については別表２のとおりで

す。 

 

 

５ 人権への配慮 

患者・感染者、医療機関や福祉施設等で治療等に携わっている方々、交通機関や物流など住

民生活の維持に必要な業務に従事されている方々やその家族に対し、人権侵害が起きないよ

う、正確な情報発信や啓発など、人権に配慮した取組を行います。 

また、「特定警戒都道府県」など感染が広がっている地域に居住する方々や当該地域と行き

来されている方々などについても同様に、人権に配慮した取組を行います。 
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５月１６日から５月３１日までの間における要請等（天龍村内） 

 

 

（１）外出・往来について 

外出に際しては、「人との接触機会の低減」（在宅勤務、時差勤務の推進等を含む）、「人と

人との距離の確保」、「人と会話する際のマスク（布マスク等で可）着用」、「訪問先での換気の

徹底」などを村民に呼びかけていきます。 

また、５月３１日までの期間においては、遠出は避け、基本的には身近な地域内に留まり、

感染リスクの低い活動から行っていただくようお願いします。 

ただし、特定警戒都道府県への移動、往来については自粛するよう要請します（特措法第

24条第９項）。 

 

 

（２）運営する施設に対する適切な感染防止策の徹底の要請の継続 

運営する施設に対しては、適切な感染防止策（入場者の制限（席数や面積に応じた制限

等）、施設内での物理的距離の確保、客が手を触れられる箇所の定期的な消毒、客の健康状

態の聞取り、入口での検温、マスクの着用、換気等）の徹底の要請を継続します（特措法第24 

条第９項）。 

また、業界ごとに策定される感染拡大予防ガイドラインの周知・徹底を図ります。 

 

 

（３）観光・宿泊施設等について 

５月３１日までの期間においては、観光・宿泊施設等に対し、感染防止策の徹底と特定警戒

都道府県から人を呼び込まない運営についての検討の協力を依頼します（法に基づかない措

置）。 

○ 営業を行う場合においては、適切な感染防止策をとるよう協力を依頼します。 

○ 特定警戒都道府県に向けた営業活動は行わないようお願いします。 

○ 観光施設等においては、特定警戒都道府県からの利用を控えていただくよう周知するとと

もに、入場時に氏名、連絡先、入場時間等の記入を依頼します。 

 



 

 

（別添）
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（別表１） 

天龍村公共施設等における当面の対応について 

                       令和 2 年５月１６日 

天  龍  村 

 

新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言の区域が変更されたことを受け、当村における公共施設等は、当面下記の対応を行うこととします。 

ただし、国の動向及び今後の県内の感染の状況等によっては、対応の内容を見直す場合があります。 

 

記 

 

施 設 名 所 管 課（係 名） 対 応 内 容 実 施 期 間 

和知野川キャンプ場 地域振興課（商工観光係） 全施設を閉鎖します。 令和２年５月１６日～令和２年５月３１日 

大河内森林公園キャンプ場 地域振興課（商工観光係） 全施設を閉鎖します。 令和２年５月１６日～令和２年５月３１日 

ニセンジパターゴルフ場 地域振興課（商工観光係） 営業再開（火曜定休日） 令和２年５月２０日（水）～ 

天龍温泉おきよめの湯 天龍温泉 
全館（レストランゆとりを含む） 

休業いたします。 
令和２年５月１６日～令和２年５月３１日 

 

教育委員会関係施設使用制限について 

【基本的事項】 

（１）制限期間【令和２年（2020年）５月７日（木）から令和２年（2020年）５月３１日（日）まで】 

（２）利用可能者は村内在住の者に限る。（村出身者であっても他の市町村在住の者の使用は認められません） 

   利用者全員の名簿をご提出ください（万が一、利用者の中に感染者がいた場合、後日確実に全員に連絡および調査が行えるように 

するため）。 

   本名簿はこの目的以外には使用しません。 

（３）新型コロナウィルスの集団発生防止のため、「換気の悪い密閉空間」、「多数が集まる密集場所」、「間近で会話や発声する密接場面」と 

   ならない配慮をお願いします。（換気の徹底、隣の方と２ｍ以上の間隔を保つ等） 

    

施設名 使用可否  備考 連絡先 

天龍村文化センターなんでも館 一部制限 ・文化伝承センター（ホール）は使用禁止。 

・上記以外の会議室等を利用される場合、長時間の滞在は 

ご遠慮ください。 

天龍村教育委員会事務局 

電話 0260-32-3206 

天龍村図書館 一部制限 ・利用可能な時間は３０分以内とします。 

・館内での飲食は禁止です。 

天龍村村民体育館 閉鎖 
 

天龍村営グラウンド 一部制限 教育委員会へ事前申し込みがあった村内在住の者に限り許可する。 

申込受付は平日の朝８時半から夕方５時15分までとなります。 

事前申込のない使用については禁止させていただきます。 

天龍村テニスコート 一部制限 教育委員会へ事前申し込みがあった村内在住の者に限り許可する。 

申込受付は平日の朝８時半から夕方５時15分までとなります。 

事前申込のない使用については禁止させていただきます。 

天龍村コミュニティーセンター 一部制限 ・利用可能な時間は１時間以内とします。 

 

その他関係施設 

施 設 名 管 理 者 対 応 内 容 実 施 期 間 

ふれあいステーション龍泉閣 
ふれあいステーション 

龍泉閣 

1階レストラン 昼のみ営業 

11:00～13:00（時間短縮） 

5/18,25の月曜日は休業 

令和2年5月19日～ 

令和2年5月31日 

4階ラウンジ 予約のみ営業 

17：00～20：00 

（アルコール提供は19：00まで） 

令和2年5月19日～ 

令和2年5月31日 

龍泉の湯 休業。 令和２年５月１６日～令和2年5月31日 

養護老人ホーム天龍荘 天龍村社会福祉協議会 
面会は全面禁止。職員は就業前の検温

実施、マスク着用。 
当面 

特別養護老人ホーム天龍荘 天龍村社会福祉協議会 
面会は全面禁止。職員は就業前の検温

実施、マスク着用。 
当面 

天龍村デイサービス 天龍村社会福祉協議会 利用者は利用前に検温して、通常営業 当面 



（別表２） 
 

 

５月の村等主催行事開催における対応について 

 

令和 2 年５月１６日 

天  龍  村 

 

令和２年５月１４日、新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言が長野県を含む３９の県で解除

されたことを受け、５月に予定されています天龍村が主催する行事・会議等につきましては、下

記の対応を行うこととしますので、ご理解をお願いします。 

 

記 

 

行事・会議名称（担当課） 開催予定日 対応内容 

さわやか運動教室（住民課） 
５月２１日（木） 

２８日（木） 

感染防止のための対策を講じたうえで

開催。ただし、状況により中止・延期の

可能性があります。 

オレンジカフェ（住民課） ５月２６日（火） 中止 

天龍ピカピカ大作戦 

（建設課） 
５月２６日（火） 

小学校関係者のみで対応し、感染防止

のための対策を講じたうえで開催。ただ

し、状況により中止・延期の可能性があ

ります。 

 

 

 

※上記にない行事・会議につきましては、参加者や構成員が特定されているために、省略され

ている場合がありますので、お問い合わせは事務局へ直接お願いします。 

 

 

 


